












〔まとめ〕21-OH lase 欠損 CAH のマススクリーニングにおいては CAH の病型により,新生

児期早期の濾紙血 17-OHP 値に大きな巾があることがわかった。また,超未熟児,11β一 OH 

lase 欠損 CAH,non classica121-OH lase 欠損 CAH などの患者においても陽性となることが

ある。 

未熟児の尿中アンドロジェン系としては16OH ｰ DHEAが多く,CAH群では16-OHPが多く排泄

され,16-OHP/16-OH-DHEA 比で CAH を拾い出すことができた。CAHの酵素欠損部位の異なる

病型の確定診断には,HPLCによる血中ステロイド分析が迅速,かつ血清の0.1mlの少量で多

くの情報が得られ,有用と思われた。 


